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1.はじめに 
 

本書に含まれる内容は予告なく変更される場合があります。 

株式会社ニューテックは、本書に記載された製品の適合性、暗黙の保証、運用における損害、及

び、本書の使用に関連した損害について責任を負いかねます。また、本書に記載された製品へ記

録されたデータについて、その消失・誤記録における責任を負いかねます。 

(データのバックアップは、システム管理者の責任において実施が必要です。) 

本書は、著作権によって保護された情報を含んでおり、本書のいかなる部分も、株式会社ニュー

テックの書面による許可の無いまま、コピー、再版、他言語への翻訳を行ってはいけません。 

 

株式会社ニューテック 

〒105-0013 

東京都港区浜松町 2丁目 7-19 KDX浜松町ビル 

http://www.newtech.co.jp/ 

Copyright© 2017, Newtech Co.,Ltd. All rights reserved. 

 

 

本書利用者の前提条件 
 

本書は、コンピュータ装置の運用管理技術を有し、本書に記載された製品を利用するための、コ

ンピュータ OS(基本ソフト)のインストール及びシステム変更の知識、及び、安全な運用や発生す

る問題を解決できる人を前提としています。 
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この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が死亡、または重症

を負う可能性が想定される内容を示しています。 

 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が傷害を負う可能性

が想定される場合及び物的損害の発生が想定される内容を示しています。 

この記号は、強制（必ずすること）の行為であることを示します。具体的

な強制内容をこの記号の中や近くに絵や文章で示します。 

この記号は、注意（警告を含む）をうながす内容があることを示します。

具体的な注意喚起内容をこの記号の中や近くに絵や文章で示します。 

この記号は、禁止（してはいけないこと）の行為であることを示します。

具体的な禁止内容をこの記号の中や近くに絵や文章で示します。 

 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が死亡、または重症

を負う危険が切迫して生じる場合が想定される内容を示しています。 

本製品の設置時についてのご注意 
 

本製品を安全にお使い頂く為に設置前に以下の注意事項を良くお読み下さい。 

表示の意味 
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本製品やコンピュータ本体から煙が出たり異臭がした場合は、直ちに電源

を切り、電源コードをコンセントから抜いて下さい。 

すぐに販売店または弊社サポート窓口までご連絡下さい。 

そのまま使用すると火災や感電、故障の原因となります。 

本製品の内部に水などの液体や異物を入れないで下さい。 

万一入った時は、すぐに電源コードを抜いて販売店または弊社サポート窓

口までご連絡下さい。 

本製品の分解、改造、修理をお客様ご自身で行わないで下さい。 

本製品や火災や感電、故障の原因となります。 

本製品の設置時についてのご注意 
 

本製品を安全にお使い頂く為に設置前に以下の注意事項を良くお読み下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本製品に添付又はオプションのケーブル、コネクタ以外はご使用にならな

いで下さい。 

火災や感電、故障の原因となります。 

ぬれた手で電源プラグを触らないで下さい。 

火災や感電、故障の原因となります。 

電源プラグの端子にほこりや金属物が付着したままご使用にならないで下

さい。 

火災や感電、故障の原因となります。 

万一付着している場合は、良く拭き取ってからご使用下さい。 

リチウム電池の取り扱いについては、次のことを必ず守って下さい。 

本装置の内蔵バッテリには、リチウム電池が使われています。取り扱い

を誤ると、発熱、破裂、発火などの危険があります。 

・ 充電、電極除去、分解をしない 

・ 加熱、焼却をしない。 

・ 電池は水にぬらさない 

・ 子供が飲み込んだりしないように、十分注意する 

・ リチウム電池を廃棄する場合は、地方自治体の条例、または規制に従

ってください。 

・ バッテリの極性（＋、－）を正しく取り付けること。間違えると発熱、

破裂、発火などの危険があります。 
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本製品は水を使う場所や湿気の多い所で使用しないで下さい。 
火災や感電、故障の原因となります。 

本製品の設置時についてのご注意 
 

本製品を安全にお使い頂く為に設置前に以下の注意事項を良くお読み下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電源プラグはコンセントの奥まで確実に挿し、アースを取ってご使用下さい。 

火災や感電、故障の原因となります。 
※本製品ではアース付きの３端子タイプの電源プラグを使用していますが、一時的にアース線付き 

の３端子－２端子変換アダプタを使用する場合も必ずアース線を接続してご使用下さい。 

本製品の上に乗ったり、物を乗せたりしないで下さい。 
機器の故障や、倒れてケガの原因になります。 

機器は重ねて積み上げた状態で使用しないでください。 

ホコリの多い場所、湿気の多い場所には置かない 
換気扇の近くなどホコリの多い場所、加湿器の近くや水仕事の作業場などには設置しないで

下さい。また、工場など空気中に油分やその他微粒子がある環境での設置もできません。こ

のような環境に設置される場合は、防塵・防油の密閉型かつ熱対策されたラックキャビネッ

トをご使用ください。 

高温・低温になる場所 
直射日光の当たる場所や、暖房器具の近くなどには設置せず、周囲温度がなるべく常温(10

～35℃)の場所に設置して下さい。夜間・休日などエアコンが停止するオフィスなどの環境で

は、24時間連続稼動システムの運用は避けて下さい。 

 

これは、夏場エアコンの停止する休日に 24時間連続稼動システムのトラブルが多く報告され

ており、後の調査で、その環境が 45℃を超える事例もあったためです。また、サーバルーム

を設けていても、エアコンが集中管理されている場合は、オフィスと連動しているため、冬

場は冷房に設定できない場合もあります。したがって、サーバルームのエアコンに、必ず独

立稼動できるタイプを設置して下さい。 

振動のある場所 
机上でも引き出しの開閉が頻繁に行われる場所や、振動を起こしている機器の近くには設置

しないで下さい。 

他の装置とのスペース 
背面部は、できれば 30cm程度のゆとりをもって下さい。ラックマウント製品では、その基準

に従って設置しますが、実装されるキャビネットは、本装置の運用の際にはエアフローなど

の点において十分冷却能力のあるタイプを選択して下さい。 

 

また、ラックの冷却能力や、設置場所のエアコンの能力によっては高密度実装ができない場

合があります。その場合には、それぞれの機器間で 0.5U程度のスペースを空けると冷却効率

が上がる場合があります。特に本機の空気孔は、紙や置物などで塞がない様に注意して下さ

い。 
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3.VessA2200/A2200s セットアップガイド 

 

3-1.開梱 

 

図 1：安全カバー付き Vess A2200/A2200sの正面図 

 

 

 
 

Vess A2200 および Vess A2200s にはロック可能な安全カバーが同梱されており、インストールさ

れたハードディスクおよび冷却ユニットモジュールへの物理的なセキュリティを提供します。管

状キーでロック/オンロックを行い、正面の 6台のハードディスクキャリアトレーおよび冷却ユニ

ットへのアクセスを管理します。 

左のパネルには電源ボタン、各種 LED、USBポートおよび管状ロックが含まれています。 

電源ボタン 安全パネルロック 
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図 2：カバーを外した Vess A2200/A2200sの前面図 

 

 

ホストコンピュータに対するデータ可用性を中断することなく故障ドライブを交換できます。そ

のように構成されている場合、ホットスペアドライブが故障ドライブを自動的に置き換え、論理

ドライブのフォルトトレラントインテグリティを保証します。ハードウェアベースの全内蔵型

RAID論理ドライブは、小型の外部エンクロージャで最高性能を提供します。ハードディスクドラ

イブのホットスワップについては、プロダクトマニュアルをご参照ください。 

 

図 3：Vess A2200s 背面図 

 

 

 

 

冷却装置 6台のハードディスクドライブキャリア 

電源ソケット 

RS-422/RS-485 ポート 

センサ入力/アラーム出力 

（※通常の VessA2200S では実装されません） 
PCIe カードアクセス用カバー 

PSU ファン 電源スイッチ 

USB ポート 

左側 USB 2.0 

右側 USB 3.0 

オーディオ 

入力/出力 

HDMIポート 

ネットワークポートおよび LED インジケータ 
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図 4：Vess A2200 背面図 

Vess A2200 は、N+1電源装置を備えています。 

 

 

 

3-2.Vess A2200/A2200sのラックマウントキット（オプション） 

ラックマウントキットはオプション製品のため、別途ご購入ください。 

この操作方法は Vess A2200 と Vess A2200sの双方に適用されます。 

 

注意 

● Vess A2200/A2200sユニットをラックシステム内に安全に持ち上げ、設置して取り

付けを行うには少なくとも 2名が必要です。 

● ハンドル、電源またはコントローラユニットによって、A2200/A2200s ユニットを持ち

上げたり移動しないでください。システム自体を持ってください。 

● サブシステムを支持するためのレールのないラックに、Vess A2200/A2200s ユニ

ットを取り付けないでください。 

● 取り付け手順を熟知した資格のある技術者以外は、A2200/A2200sユニットを取り

付けおよび設置しないでください。 

● 適切なネジとフランジナットを使用して、レールをラックに取り付け、レールの両端

で完全に締め付けます。 

● 指示どおりにネジで取り付けてない場合は、レールに負荷を掛けないでください。 

● 正しくインストールされた Vess A2200/A2200s ユニットの専用レールは、Vess 

A2200/A2200s ユニットの安全性をサポートするように設計されました。レールに

それ以上の負荷を掛けることはユーザーの責任で行ってください。 

● レールを指示通りに取り付けなかった場合、Vess A2200/A2200s ユニットがサポ

ートされることを保証いたしません。 

 

PSU ファン 

電源ソケット 
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Vess A2200/A2200s は、装置エンクロージャ用に設計された固定レールを使ってラックに取り付

け可能です。固定レールと金具は個々に販売されています。固定金具には、金具取り付けおよび

Vess A2200/A2200s をラックに収める手順を示したクイックインストールガイドが付属していま

す。固定レールに付属のクイックスタートガイドをご参照ください。 

 

 

 

Vess A2200エンクロージャを軽量化するために、電源を取り外すことができます。Vess A2200ユニ

ットをラックに取り付けた後、電源を元の位置に戻します。 

 

 

 

ラックの取り付けの詳細は、マウントラック付属のクイックインストールガイドをご参照ください。 

 

 

図 5：レールブラケットおよびハンドルを装着した Vess A2200/A2200s 

 

 

固定レールの手順に従ってエンクロージャ両側にレールブラケットを取り付け、正面にハンドル

を取り付けます。 

 

提供される固定レールを使って Vess A2200/A2200s をラックに設置する方法： 

1. ラックシステムに固定レールがピッタリと合っているかどうかチェックします。 

2. 必要に応じて固定レールの長さを調整します。 
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図 6：ラックへのレールの取り付け 

 

 

 

図 7：エンクロージャの固定レールへの設置 

 

 

 

3. Vessエンクロージャに固定されたレールブラケットをレールに挿します。 

システムを安全に持ち上げるには少なくとも 2人が必要です。 

エンクロージャ自体を持ちます。ブラケットやハンドルだけでシステムを持ち上げないでくださ

い。 

正面から見た左側レール 正面から見た右側レール 

固定レー

ル 

サポート 

レールブラ

ケット 
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図 8：背面から見たラックに収められたシステム 

 

 

 

4. エンクロージャをラックに固定します。 

ユニットは付属のネジとフランジナットを使用してラックポストに取り付けられます。 

A2200/A2200s に付属の取り付けネジとフランジナットを使用します。 
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3-3.ディスクドライブ 

Vess A2200s/A2200 システムは以下をサポートします。 

・SATAハードディスク 

・3.5 インチハードディスクドライブ 

 

ドライブ安全カバーの取り外し 

ドライブベイ正面の安全カバーの取り外し方： 

1. 管状キーを使ってカバーのロックを解除します。反時計回りに回すとロックが解除されます。 

2. カバーを右に約 4 mmスライドさせます。 

3. カバーを直接引いて外します。カバーは落とさないようご注意ください。 

 

図 9：安全カバーを開ける 

 

 

図 10：カバーを引いて外す 

 

1. 

ロ

ッ

ク

解

除 

2. 

ス

ラ

イ

ド 

3. 引

く 
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ドライブスロットの番号 

下図に、Vess A2200s と Vess A2200 の両方におけるドライブスロットに対する番号の付け方を示

します。スロットの番号付けはウェブマネージャ GUIおよび CLI/CLU ユーザーインタフェースに

反映されます。 

 

図 11：Vess A2200/A2200s用のドライブスロットの番号付け 

  

 

 

すべてのキャリアにディスクを装着しない場合でも、適切な通気が行われるよう、すべてのドラ

イブキャリアをエンクロージャに装着してください。 

 

 

注意 

Vess A2200/A2200s はディスクドライブのホットスワップをサポートしています。手

で触れて感電事故を避けるため、ドライブキャリアを一度に 1 台ずつ取り外してくだ

さい。 

 
 

ドライブ番号 

(奇数) 

ドライブ番号 

(偶数) 
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ドライブキャリアとエンクロージャ 

 

図 12：HDDインストール済みのディスクキャリア- 正面図 

 

 

 
 
 
 

 

必要なドライブ数 

下表には、各 RAID レベルで必要なドライブ数を示します 

レベル ドライブ数  レベル ドライブ数 

RAID 0 1 以上  RAID 6 4 ～ 32台 

RAID 1 2 のみ  RAID 10 4 以上* 

RAID 1E 2 以上  RAID 30 6 以上 

RAID 3 3 ～ 32台  RAID 50 6 以上 

RAID 5 3 ～ 32台    

* ドライブ数は偶数でなければなりません。 

 

3-4.管理接続 

このセクションでは、Vess A2200/A2200s システムとの管理接続を確立する方法について説明し

ます。装置の管理のために Vessに接続する実際の方法は 2通りです。Vess A2200/A2200s は、ウ

ェブブラウザをベースとした GUIである WebPAM PROe を使って、ローカルおよびネットワーク経

由で管理可能です。またはアウトオブバンド接続経由で VGAまたは HDMI モニタおよび USBキーボ

ードを利用して、文字ベースの CLI/CLUインタフェースを使用することもできます。 

CLI/CLUの詳細は、プロダクトマニュアルをご参照ください。 

キャリアハンドルのラッチを外すには、ここを引いてください。それ

からハンドルを持ってキャリアを引き抜きます。キャリアをもぅ一方

の手で支えてください。ディスクキャリアは空の場合でも落とさない

でください。 

キャリアを空のドライブベイに

戻すか、交換する際はここを

押してください。 

ロック機構挿入用タブ。この部分はキャリアのラッチを解除するの

に取り外す必要があります。取り外すには、タブをつまんで引き出

します。再度取り付けるには、タブをつまんで中に収めます。ロッ

ク部品は捨てないでください。 
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管理パス・ネットワーク接続 

Vess A2200/A2200s の後部パネルには 4つの Gigabit イーサネット RJ-45ポートがイーサネット

ネットワーク接続用に用意されています。WebPAM PROe による接続を利用して装置管理者として

ログインします。 

管理パスを確立するには： 

1. イーサネットケーブルの一端を、ホスト PC のネットワークコネクタまたは標準 NIC に接続しま

す。 

イーサネットケーブルの他端を標準ネットワークスイッチのポートの 1つに接続します。 

2. イーサネットケーブルの一端を標準ネットワークスイッチのポートの 1つに接続します。 

イーサネットケーブルの他端を Vess A2200/A2200s システムの管理ポートに接続します。 

複数の Vess A2200/A2200s サブシステム、ホスト PC またはサーバーがある場合は、必要に応じ

て手順 1 および 2を繰り返します。 

3. Vess A2200/A2200s の基本設定の管理には、下記の手順に従ってください。 

 
 

図 13：Vess A2200/A2200s 後部パネルのイーサネットポート 

 

 

 

管理パス・オンサイトのキーボードおよびモニタ 

USBキーボードおよび VGA または HDMI モニタを使って直接にアウトオブバンド接続を確立して、

組み込み管理ソフトウェアにアクセスすることも可能です。VGAポート、HDMI および USB ポート

も Vess A2200/A2200s 後部パネルに位置しており、デフォルトではシステム起動時に有効となり

ます。VGAまたは HDMI モニタを Vess A2200/A2200s の適合するポートに接続し、USBキーボード

を後部パネルの USBポートの 1つに接続してから、文字ベースの CLI または CLUインタフェース

を使い、指示に従って装置の管理を行います。 

イーサネットポート 
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図 14：Vess A2200/A2200s 後部パネルのビデオモニタ接続および USB ポート 

 

 

 

 

重要 

A2200/A2200sに接続する前に、モニタおよびキーボードは必ず安定した丈夫な面に設置してください。 

 

3-5.電源の接続 

各電源装置のソケットに電源ケーブルを挿し、各 PSUを適切な供給電源に接続します。Vess A2200s

には 1つの電源装置が付属しています。Vess A2200 には、N+1構成で 3つの電源装置が付属して

います。 

 

図 15：Vess A2200s 後部パネル電源接続 

 

 

USBポート 

USBキーボードを接

続して文字入力を行

います 

HDMIポート 

HDMIモニタに 

接続します 

VGAポート 

VGAモニターに

接続します 

PSU冷却ファン 写真では「ON」

状態の電源ス 

イッチ 

電源コードソケット 
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Vess A2200 は 3つの N+1 電源装置を備えています。この構成では 1つの PSU は冗長性電源で、最

低 2台の PSUが Vess A2200 の電源を入れるのに必要です。 

 

重要 

電源の取り付けまたはホットスワッピングについては、プロダクトマニュアルを参照してください。 

 
 

図 16：Vess A2200 後部パネル N+1 電源接続 

 

 
 
 

 

 

Vess A2200の電源装置にはLEDインジケータが備わっています。装置の電源投入後に以上のことをチェ

ックして、電源モジュールの冷却および電源状態が正常であることを確認してください。 

 
 
 

Vess A2200/A2200s の電源を入れる 

電源が接続されると、システムの電源をオンにすることができます。 

Vess A2200 または Vess A2200s の電源を入れるには、フロントパネルの左下にある電源ボタンを

押します。 

PSUステータ

ス LED 

PSU1、PSU2および PSU3が Vess 

A2200 に装着されています。 

すべての電源ソケットを適切な電源

に接続します。 
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図 17：Vess A2200/A2200s フロントパネルコンポーネント 

 

 

 

フロントパネル LED 

起動完了後に、Vess A2200/A2200s システムのステータスを確認できます 

LED 説明 

電源 青く点灯してシステム電源がオン状態にあることを示します。シャットダウンモードでは青く点滅しま

す。 

システム・ステータス 健全な状態では緑に点灯し、重大な問題 (LD オフライン、ファン故障、範囲外の電圧、システム過熱警

告)があると赤く点灯、HDD 過熱では赤く点滅、使用不可では点灯しません。 

グローバル RAID ステータス 健全な状態では緑に点灯し、いずれかの RAID ボリュームがオフラインの場合は赤く点灯、いずれかの論

理ドライブに重大な問題がある場合はオレンジに点灯します。 

グローバル HDDアクティビティ 幾つかののドライブにアクセス中は青く点滅し、ドライブへのアクセスがない場合は点灯しません。 

HDD ステータス 各 HDD キャリアに 1 つの LED。健全な状態では LED が緑に点灯し、いずれかの RAID メンバーがオフライ

ンまたは物理的エラーがあるときは赤く点灯、オレンジはドライブがリビルド中であることを示し、点

灯しない LED はドライブがインストールされていないか構成されていないことを表します。 

ファン・ステータス 健全な状態では緑に点灯し、赤は CPU モジュールのファンが正常範囲で運転していないことを表し、オ

レンジは CPU ファンモジュールが存在しないことを表します。 

ネットワーク 各 LAN ポートに 1 つの LED。青は正しいリンクを示し、青の点滅はポートのアクティビティを示します。 

OPAS USB OPAS 装置(USB ディスク)が検知されると緑に点灯、OPAS 操作が失敗すると赤く点灯、OPAS 動作が進行中

は緑に点滅します。 

記録中 赤はアプリケーション実行中を示します。 

 

システム・ス

テータス 
ファン・ステータス 

グローバル RAIDステータス 電源 HDDステータス LED 

HDDアクティ

ビティ 

ネットワークリンク/アクテ

ィビティ 

OPAS USB 

記録中 

電源ボタン 
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N + 1 PSU LEDs 

Vess A2200 は N + 1 PSU 構成を使用しています。各 PSU はステータス LED を備えています。起動

後は、装置後部の電源装置にある LEDを確認してください。これらの LEDは緑色に点灯して動作

が正常であることを示します。赤色またはアンバー色の LEDは問題またはユニット故障を示しま

す。PSUおよびその他 LEDインジケータの完全な説明については、プロダクトマニュアルを参照

してください。 

 

図 18：Vess A2200 用電源装置の LED 

 

 

Gigabitポート LED 

後部パネルのネットワーク接続を確認して、設定のためのシステムへのアクセスが可能であるか

確認してください。各 Gigabitイーサネットポートの下方にはリンク/動作および速度 LEDが備わ

っています。 

 

図 19：後部パネルのネットワーク LED 

 

 

 

各ポート左下の LEDは接続すると点灯、ポートが動作中は点滅、接続が確立されていないと点灯

PSU 1 LED PSU 2 LED PSU 3 LED 

Gigabit イーサネットポート LED 
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しません。 

 

3-6.オペレーティングシステム GUIへのアクセス 

Vess A2200/A2200s にインストールされたオペレーティングシステムのグラフィカルユーザーイ

ンタフェースにアクセスするには、いずれかの USBポートに USBキーボードを接続し、モニタを

VGAまたは HDMI ポートに接続します。 

 

図 20：Vess A2200/A2200s 後部パネルの USB、HDMIおよび VGA インタフェース 

 

 

 

 

Windows へのログイン 

初期インストールの場合、システム起動後に各種オプションを選択して OSのセットアップを完了

させる必要があります。デフォルトの言語およびその他ユーザーインタフェース設定を行うよう

促されます。画面の指示に従って設定の選択を行い、管理者用のユーザー名およびパスワードを

設定します。これらの最終設定を行うと、デスクトップが表示されます。2つのクイックリンク

アイコンが表示されます。１つのリンクは WebPAM PROe へのウェブブラウザ接続、もう一つはユ

ーザー文書が含まれるファイルへのリンクです。 

Windowsのセットアップは「システムセットアップリカバリガイド」を参照して設定を進めます。 

USBポート 

USBキーボードを接続して

文字入力を行います 

VGAポート 

VGAモニタに接続します 

HDMIポート 

HDMIモニタに接

続します 
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図 21：Windows デスクトップ上のクイックリンク 

 

 

3-7.WebPAMPROe 

WebPAM PROe の設定は以下の操作から成ります。 

・WebPAM PROe へのログイン 

・言語選択 

・WebPAM PROe からのログアウト 

 

WebPAM PROe へのログイン 

デスクトップの WebPAM PROe リンクアイコンをダブルクリックすると、デフォルトのブラウザが

起動され、ログインページが表示されます。 

ログイン画面が表示されたら： 

・[User Name (ユーザー名)]フィールドに administrator を入力します。 

・[Password (パスワード)]フィールドに password を入力します。 

・Login (ログイン)ボタンをクリックします。 

・ユーザー名およびパスワードでは、大文字と小文字が区別されます。 

 

サインイン後、WebPAM PROe の開始画面が表示されます。エンクロージャに未構成の物理ドライ

ブが存在する場合、Array Configuration (アレイ構成)メニューも表示されます。 

 

 

 

ログイン画面をブックマーク(Firefox)またはお気に入り(Internet Explorer)に登録しておけば、次回

容易にアクセスできます。 
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言語選択 

WebPAM PROe は、英語、ドイツ語、フランス語、イタリア語、スペイン語、ロシア語、日本語、

韓国語、繁体字中国語、および簡体字中国語で表示されます。言語の選択はログイン画面または、

ログイン後の WebPAM PROe メニューヘッダーから行えます。 

1. ログイン画面のメニューヘッダーからインタフェースに使用する Language (言語)を選択し

ます。 

2. ご使用したい言語をクリックします。WebPAM PROe のユーザーインタフェースが選択した言

語で表示されます。 

 

図 22：WebPAM PROe インタフェースに使用する「Language (言語)」を選択 

 

 

 

WebPAM PROe からのログアウト 

WebPAM PROe からのログアウト方法は 2通りあります： 

・ブラウザウィンドウを閉じます 

・WebPAM PROe バナーの Logout (ログアウト)をクリックします 

Logout (ログアウト)をクリックすると、ログイン画面に戻ります。ログアウトした後に再びログ

インするには、ユーザーネームとパスワードを入力する必要があります。 
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3-8.システムのシャットダウン 

システムをシャットダウンするには、使用されるオペレーティングシステムの通常のシャットダ

ウン手順に従います。 

 

3-9.PCIeカードのインストール 

Vess A2200/A2200s には最大 3枚の PCIeカードが装着可能です。PCIe スロットには以下のフォー

ムファクターが備わっています。 

・1つの 16レーン世代 2.0 PCIe Express スロット* 

・2つの 8レーン世代 2.0 PCIe Express スロット* 

 

ハードウェアのインストールは PCIeカードをデスクトップ PCに装着するのと同様です。手順は

以下に要約されています。 

1. 装置をシャットダウンして電源コードやケーブル類を外します。 

2. ハウジングカバー、即ち装置ハウジングの上部を外します。 

3. 後部プレートの PCIe開口部にある再利用可能なカバーを外してから、PCIe カードを装着し

ます。 

4. ハウジングカバーを戻します。 

*仕様の詳細はプロダクトマニュアルをご参照ください 

 

 

警告 

A2200 または Vess A2200s のメンテナンスを行う場合は、電源をオフにし、電源

コードを外してください。 

 

ステップ 1：システムをシャットダウンし、電源接続を外す 

システムのハウジングを開ける前に、装置をシャットダウンして電源コードを全部外します。 
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ステップ 2：ハウジングカバーを取り外す 

 

図 23：ハウジングカバーを取り外す 

 

1. カバーを装置のハウジングに固定しているネジ 5 本を小型の十字ドライバで全部外します。

両側に皿小ネジが各 1 本、後部プレートに固定用の丸皿小ネジ 3本があります。 

2. カバーを装置後方に引くと取り外せます。 

 

ステップ 3：PCIeカードの装着 

カバーを外すと、後部の左隅にある PCIeスロットが見えます。 

1. 使用する PCIeスロット開口部の保護カバーを引き抜きます。保護カバーは将来の使用のため

に保存しておきます。 

2. PCIeカードを PCIe スロットにしっかり固定されるまで挿します。正しく装着されると、ブ

ラケットは装置後部プレートと同一面状になり PCIe機能への接続が可能となります。 

 

図 24：PCIe カバーを外してカードを装着 

 

 

ステップ 4：ハウジングカバーの取替え 

ここでハウジングカバーを戻します。カバーはハウジング両側のガイドに従って置き、押して元

の位置に戻します。5本のネジ(両側に皿小ネジが各 1 本、後部に丸皿小ネジ 3本)でカバーを固
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定しますが、ネジは締めすぎないでください 
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